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福島県夏井川流域の段丘形成環境

西海 豊

阿武隈山地の中部はその大部分が花糊岩からなり，段丘面や堆積物の形を残しにくいことと年代の指

標となるテフラがないことから段丘面の区分を中心に行われるにとどまり段丘面の形成環境について

はほとんど検討されてこなかったそこで，本研究では阿武隈山地を源流とする夏井川流域を研究対象

とし，花岡岩レキ以外の段丘レキも含め定量的に計測することで本流域における段丘形成環境の検討を

行った

その結果夏井川流域の段丘面を6面に区分できた上位面ほど花閾岩レキの風化が著しいこと，段丘

レキには現河床にはほとんど見られないチャートレキが存在することを確認できたまた，砂岩レキの粒

径から II1面と1V面の形成期には下流でレキの供給が行われていたことがわかった

キーワー ド：阿武隈山地夏井川，河成段丘段丘堆積物花岡岩，チャート

Key words : Abukuma mountains, Natsui river, fluvial terrace, terrace sediment, granite, chert 

I はじめに

阿武隈山地は，地殻変動の小さい安定した地域

とされ，隆起準平原の地形として特徴的ななだら

かな山地を形成しているこのような地域で，大

倉(1958)，小池 (1965) などが段丘を研究対象と

して取り上げている． しかし，阿武隈山地の中部

はその大部分が花岡岩からなるので風化が進行す

ると段丘面や堆積物の形を残しにくいことと，年

代の指標となるテフラがないことから段丘面の区

分を中心に行われるにとどまり，段丘面の形成環

境についてはほとんど検討されてこなかったし

かし，そのような地域でも段丘堆積物が残されて

いれば花岡岩レキ以外のレキも含め定量的に計測

することによって段丘面毎の堆積環境を知ること

ができる．

本研究では，流域の広い範囲が花岡岩地域であ

り阿武隈山地を流れる河）1|として特徴的な夏井川

を研究対象地域として取り上げる（第1図）．夏井

川の段丘研究は，小池 (1965)などで段丘面区分

が行われたしかし，段丘形成環境の検討までは

行われなかったそこで本研究では，段丘堆積物

を定量的に計測することによって夏井川流域の段

丘形成環境の検討を行う．

II 地域概要

阿武隈山地は，隆起準平原の地形として知られ

る（中村， 1960など）．そのため，阿武隈山地の

最高峰である大滝根山 (1192m) とその北にある

日山 (1058m) を除いて標高 1000m以下で高原

状の山地であるすなわち，十分に侵食が進行し

た老年期の地形である

阿武隈山地を源流とする河川は，その中ほどの

分水界を境にして東に流れ太平洋に注ぐ河川と，

西に流れて阿武隈川に合流し，太平洋にそそぐ河

川とがある夏井川は，大滝根山からいわき市平

に南～南東方向に流れ，太平洋に注ぐ河川である

大滝根山，仙台平 (870m)，高柴山 (884m)，黒

石山 (864m) を結ぶ稜線を分水界とする流域面

積は 748.6km2で，流路長 67.1kmの 2級河川で

ある（いわき建設事務所， 2001)．上流域は，小

起伏侵食平坦面の小野新町面を含んでいる（小池，

1965)．上流では滝根町で梵天川，小野町で右支

夏井川と合流し，中流では夏井川渓谷と呼ばれる

花岡岩を削る深い谷を形成している小川町高崎

より下流城では河谷も広がり，段丘が発達する

流域の地質は第 2図に示されるように流域の

上流部は広く花廊岩類からなる大滝根山西側
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第 1図 研究対象地域の概要

凡例
口閃m ■石灰岩

冒角閃岩 ・白亜紀層

冒超塩基性岩冒冒第三紀層

冒却岩冒王：群）
圃結晶片岩醐洪積層

福島県 (1968)『二十万分之ー福島県地質図』の一部を修正

第 2図 夏井川流域の地質図
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福島県夏井川流域の段丘形成環境

第 1表 夏井川流域の段丘研究

福島県土地分類

基本謂査
中川(1961) 小池(1965) (1993-1996) 本論文による区分

研究対象地域 下流域 流域全域 流域全域 流域全域
I面

第 1段丘 川前段丘 I Gt I ＋ II面
第 1I段丘 川前段丘II Gt I m面

段丘区分
第m段丘

平段丘 I Gtll 
IV面

平段丘II Gt II+ 

第IV段丘 高崎段丘 I Gtm+ V面

第V段丘 高崎段丘II Gtm+ VI面

には先第三紀滝根層群が存在し，石灰岩 ・頁岩・ 東北地方と関東地方の段丘の関係を知るために仙

チャートなどが分布する（永広ほか， 1989)．下 台から南の東北地方太平洋岸の段丘について研究

流域は第三紀砂岩である．従って，夏井川の河床 を行った．

にはこれらの岩種のレキが存在することになる

III 研究史

l．阿武隈山地およびその周辺の段丘研究

阿武隈山地周辺の段丘研究は大倉 (1953) な

ど，太平洋岸の海岸段丘を中心に研究が行われて

きた大倉 (1953)は茨城県花園川以南，久慈JII 

までの約 40kmの地域について段丘堆積物を調査

することにより，海成段丘を多摩面相当の上位面

（高度 120~ 130m)，武蔵野面相当の中位面 (50

~70m)，武蔵野面と後関東ローム面との中間面

の下位面 (30~ 40m) に区分した大倉 (1958)

では，阿武隈山地東北部，請戸川～木戸JIIの南

北約 25kmについて段丘堆積物の分析を行い河成

面と海成面の識別を中心として研究を進め，その

結果 5段の段丘面を認め．極めて広く分布する

第 3段丘は，阿武隈山地東南端の中位段丘（大倉，

1953) に続き，さらに関東の武蔵野面に対比され

るとした続いて，この広く分布する第 3段丘面

の堆積物を詳しく調査することでその形成過程に

ついて考察を行った河成面と海成面の識別は，

円磨度とレキ種に特に注目した中川 (1961)は，

2．夏井川流域の段丘研究

第 1表に示したように夏井川流域の段丘に関す

る研究は中川 (1961)が，東北地方太平洋岸の海

成段丘の研究の一部として下流の小川郷以南につ

いて段丘区分を行った夏井川流域に限定した研

究では，小池 (1965)が阿武隈山地の小起伏侵食

平坦面を考慮に入れながら段丘の形成過程を明ら

かにするために空中写真と現地調査により段丘面

を区分し，河成段丘 5段と海成段丘 1段に区分し

たそしてその段丘面の縦断面図を作成したそ

の結果，小起伏侵食平坦面の小野新町平坦面の形

成期の下限は，夏井川の第 5遷急点の形成期を間

にはさみ，平段丘Il形成期に先立つ時期であるこ

とが明らかになった

IV 調査方法

現地調査の前に地形図，都市計画図ならびに空

中写真でおおよその段丘面を区分し，現地調査で

修正をしながら段丘レキ層と見られる地点で段丘

堆積物の計測を行った．段丘面の区分は，小池

(1965)の分類を考慮に入れながら段丘面の発達だ

-47-



西海 豊

A
7
r
'
 

面

面

面

面

面

I
I
I
m
l
V
V
 

凡

＿

■皿
自
lg

例

第 3図 段丘面区分図

現河床

第 2表 レキの計測データ一覧

（＊の地点は、 6個の礫を計測。その他は、50個）
1河距離口か(kmら)の |哀襴巧裏は(m) 1花混圃入岩亭レ（`キ） |砂混岩入レ寧キ（`） チャー寧ト（レ％キ） 

|最玉大(mm)|5 ... 蕃匹(mm) 戸25書(mm)戸平均(mm)1橿...口準偏差 | 鳳平1均CI![ ● liiii |”平.,.均皮纏地点 混入 平均纏 最頻儘

Loe.A 52.3 427 24 22 28 37 25 17 17 9 56 0.52 0.5 2.0 1 0.376 

Loc.8 45.0 375 100 

゜
0 2500 800 300 415.2 387.4 049 05 1.2 1 0 330 

Loc.C 21.9 45 90 2 2 400 300 50 97.6 98.5 0.70 07 1.4 1 0.379 

LocD 16.8 17 66 

゜
6 161 127 73 80.2 28.9 0.67 06 2.0 1 0.373 

Loc.E 15.5 15 68 12 8 98 78 43 47.7 16.5 0.61 0.6 1.9 1 0.322 

Loc.F 13.0 ， 68 
゜

2 18 12 8 8.8 2.5 0.52 0.5 1.7 1 0.297 

段丘レキ

距河●口か(kmら)の 肇層認ので●き●た(mレキ) "混：.入..,亭”(̀) 砂混岩入レ寧キ(̀) チ混ャ入ー亭ト（レりキ 最中匹大(mm)5 ... 書t更(mm) 2中5t書鸞(mm) 中平t均鸞(mm) 楓中t 準●叢
9にロ 1-平〒均... 値地点 平均値 最頻● 平均纏 最頻•

I~1(l藝） 52.3 431-429 

゜
100 

゜
63 17 ‘̀‘ 28 2 16.2 0.45 05 1.5 1 0.415 

ぷ・2(miii) 28.3 150-149 78 10 4 92 50 23 27.1 16.6 0.47 0.5 3.6 4 0376 

Loc.2(1Viii) 28.3 140-139 84 12 

゜
160 75 45 48.9 23.8 0.52 0.5 3.0 4 0398 

Loc.2(Vili) 28.3 138-137 38 38 4 58 54 35 35.0 120 0.72 0.8 2.7 4 0365 

00.3(miii) 22.6 105-100 20 16 40 68 60 40 41.7 11.2 0.65 07 3.2 4 0272 

'~3(1Vili) 22.6 99-97 30 4 66 70 50 25 27 2 13.2 0.63 0.6 2.7 4 0301 

心 3(V画） 22.6 86-82 

゜
28 58 65 52 33 34.7 109 0.68 0.6 2.9 4 0287 

-3(VI面） 22.6 66-65 24 14 52 110 70 41 44.5 20.0 0.66 0.8 2.9 4 0.316 

L...4(V面） 21.9 60-55 24 14 22 62 50 28 31.6 13.9 058 0.6 2.7 4 0.300 

Loc.5(1Vili) 11.4 48-45 2 74 24 110 65 40 40.9 18.8 0.67 0.6 2.3 2 0.456 
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段丘レキ
m面Loe. 1 (n=6) 

円疇度 （最頻値 0. 5) 
（平均 0. 45) 

凰化度（最頻値 1) 

9●l 
（平均 1.5) 

臣二s 3 9 =Sこg月3
℃ ヽ っ V V V 

¥ 2 2荘荘狂
工g,..,

w面

I面
V面

Loe. 2-m (n=50) Loe. 3-m (n=50) 
円●度 （最頻値 o. 5) 円疇度（最頻値 0. 7) 

鳳化度温如°1J) 風化度；；ら゜『

（●l 
（平均 3. 6) （●） （平均 3. 2) 巨=→ロ

Loe. 2 -IV（吟 ） Loc. -IV (n=50) 
円●度 （最顛値 o. 5) 円●i（最頻値 0. 6) 

（平均 0. 63) 
Loe. 5 (n=50} 

（平均 0. 52) 円塵度 （最頻儘 0. 6) 
凰化度 （最頻値 4) 凰化度 （最頻値 4) （平均 0. 67) 
9●) （平均 3.0) ｛●） （平均 2. 7) 風化度 （最蠣値 2) 

i長→言-――→i•三〗23)
円慶度 （最頻値 0. 8) 円●度 （最頻値 0. 6) 

Loe. 4 (n=50} 
円●度 （最頻値 0. 6) 

VVV  
V V V 

訳；5 5足；；
℃ ℃っ V V沼

（平均 0.72) （平均 0.68) （平a。.58)¥口かい
9●農化度 （最頻値 4) 風化度 （最頻値 4) 風化度 （最 値 4) -g  

戸正”;•) （平均 29) 9.） 

こさロ

. 7) 

” ” 10 

S 3 9ー こさ員；；゜ →巨工曰口こ］荘さ：：：：：：：：： v v日 Loc. 3-VI (n=50) ～ `  ° 55 3き員；；
”心 ；；-R 

円屠度 （最頻値 0.8) ぶ舌§が狂恥ぼ
”四 風化度は；a値0．翡） 一゚”5""' 

9●) （平均 2. 9) 

匡巨
S 3 9 - 3 !!日呂
X 3 3 i § i i泊月

こe""' 

VI面

(km) 

凡例

□その他■チャート

圃 砂岩

■花閾岩

Loc.D 
河口からの距離 LoC.E

Loc.F 

500 

Loe. A (n=50) 
円磨度 （最頻値 〇． 5)

（平均 0. 52) 
風化度 （最頻値 1) 

（●) （平均 2. 0) 

冒正叫 岬 Loe.B (n=50) 
こ閃しロ— 円疇度（最頻値 0. 5) 

¥ ・)風化度；；；り

巨三ユ＇S 3 9祠狂日；；
: 3 5 5§荘i日 Loc.c(n=50) Loc. E (n=50) 

””叫円塵度（最頻値 0. 7) 
円磨度 （最頻値 0. 6) 

¥ （●）風化 度 日 !値:『（●） （●←化度 ［丑値[!1、)（●）

巨エロ立三土］主□土］合五三］, ；； e 2SこEE呂 3;;, c.!!~!!il!;; v；； C,.Sこg硲;

荘 3串註日 荘3i藉註沼 荘5藉担足
5 y e三日コき災召

- O こ更(.., こg(_, : 3 9 i i i i i沼
こgロこg(.., 

Loe. D (n=SO) 
円磨度 （最頻値 0. 6) 

Loe. F (n=SO) 

（平均 0. 67) 円慶度 （最頻値 0. 5) 

風化度 i::値2盆 風化度は贔° 秤
（平均 1. 7) 

400蒜

300 
国0~

200 

100 

゜

現河床レキ

第 4図 レキ種別粒径変化
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けでなく，段丘堆積物の存在を重視し，風化が著

しく進行していても地点の母岩とは異なったレキ

が多くある地点やマサ状風化が進行している花閾

岩でもレキの形状を保ち段丘レキと認められるも

のがあれば段丘堆積物と認定した現地調査は，

2002年2月 15日から 2002年 11月 22日にかけ

て行った各調査地点では，露頭観察とレキの採

取 ・計測を行った レキ層高度と層の厚さは，ハ

ンドレベルを使って測定した レキの採取方法は

野上ほか (1978) の手法を参考に lmX lmの範

囲で最大から 50個のレキを計測することを基本

にした最も最大粒径の大きかった Loc.Bのみ．

5m X 5mで計測を行ったその範囲内のレキの

長径・中径・短径， レキ種，円磨度，風化度を計

測したレキの計測は，段丘レキとの比較のため

に現河床でも行った現河床レキの調査地点は小

玉ほか(1989)の方法を参考にしたすなわち， l.人

工的な攪乱がないこと， 2．植生がほとんど侵入し

ていないこと（最近数年間の間に砂レキの移動し

ていること）． 3．上下流の粒径変化を捉えるのに

適当な距離が離れていること， 4．州へのアプロー

チが比較的容易である地点である．

粒径は，本論文では中径で代表させるこれは，

ふるい法での計測法に対応させるためである粒

径の計測結果もふるい法に対応させてのスケール

の区分とする

円磨度は，クルンバインの円磨度のモデル図を

用いた風化度はレキをハンマーで割って，風化

皮膜を観察し，その発達の状態から 4段階に区分

したすなわち． 1全く風化皮膜の形成されてい

ない新鮮なレキ． 2．風化皮膜が表面のみリ ング状

に形成しているレキ， 3．内部まで風化皮膜が形

成しているが完全には形成していないレキ． 4.レ

キの内部まで完全に風化皮膜が形成されているレ

キ，である．

v 結果および考察

第 2表に全地点の計測結果．第 4図にレキ種別

の計測結果をそれぞれまとめた

1. レキ種から見た段丘形成環境

レキ種構成は，現河床では Loc.Bから下流で大

部分のレキが花閥岩レキであるしかし，段丘レ

キでの花向岩レキの割合は現河床と比べてはるか

に小さい．特に，Loc.3の段丘レキは，現河床に

はほとんど存在しないチャートレキが多くある

このことから段丘形成当時のレキの供給は．現在

と異なるシステムが働いていたことがわかる夏

井川流域のチャートは，大滝根山西側の滝根層群

にしか存在しない（第 2図）． この滝根層群から

の供給があったならば，現在よりも夏井川支流の

梵天）,,の流量が多くあり， レキを運搬できる環境

であったことを考えなければならない．現在の梵

天川は水流が少なく， レキを運べるよ うな流量は

ない．標高が 138mのLoc.2-IV面の段丘堆積物か

らはほとんどチャートレキがなかったので， この

Loc.2とLoc.3の2つの地点の問になん らかの大

きな環境の違いが存在したと考えられる．

2. 粒径・円磨度から見た段丘形成環境

粒径は，上 ・中流域において現河床よりも段

丘レキの方が小さいという結果を得た． Loc.2と

Loc.3の段丘面ごとに見ると， Loc.2では．皿面

からIV面にかけて粒径が大きくなり， IV面からV

面にかけてピークは変わらないものの粒径が比較

的そろい淘汰が進む． Loc.3では，皿面からIV面

にかけて粒径が小さくなり IV面から V面にかけて

粒径が大きくなりながら粒径がそろう． V面から

VI面にかけてピークは変わらないが淘汰が悪くな

る．粒径は，掃流力によって強く支配される（中山，

1952)．その掃流力は．河床勾配と水深の積に比

例する（吉川ほか ，1973, 88p.）ので段丘レキの

方が現河床よりも河床勾配が緩やかであるか，水

深の減少があったと言えるまた，水深の減少は

気候変化を意味することであるから夏井川流域以

外でも同時代に同様なことが起きたことを証明す

る必要があるこれは周辺流域との段丘面の対比

を行う必要があり．今後の課題である．

Loc.2とLoc.3を比較した場合， Loc.2では上

位の面ほど風化が進行しているという結果を得

たしかし， Loc.3では風化度 4がどの面もほぽ

同じ割合であったこれはレキ種構成による違
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いであると考えられる． Loc.3ではチャートレキ

が多いために風化が進行しにくいと考えられる

また，新鮮なレキは Loc.3ではIV面が，下位の面

よりも多い． これもレキ種構成が，チャートの多

いためと考えられる

3.下流域の段丘形成環境

粒径を計測した結果．上・中流域では現河床の

方が大きいことがわかったしかし，下流域にお

いては段丘レキの方が大きかった（第 5図）．下

流域では段丘レキに砂岩が多く．円磨度の値が小

さいので．下流の砂岩域か らレキの供給があった

と考え られる現河床にはほとんど砂岩レキは

見られないから下流域に現河床には存在しない侵

食域があったと考え られる．

少なくともレキの計測を行った段丘面の形成期

の夏井川下流域では現河床勾配よりも急勾配で

あり．侵食が盛んであったと考えられる

VI おわりに

夏井川流域の段丘レキを定量的に計測した結

果，以下のことがわかった

1) 段丘レキには現河床にほとんど存在しない

チャートレキが多くあるこのことか ら，上流の

梵天川からの流れが現在よりも多くあった

2)下流域では，粒径が現河床よりも段丘レキの

方が大きく，円磨度の値が小さい．このことから

少なくとも皿面とW面の形成期には，下流域の砂

岩を侵食している時代があった．

今後の課題として，段丘堆積物にチャートレキ

が多い原因をより詳細に検討する必要がある．花

醐岩レキよりも風化しにくいチャートレキが古い

時代の地形発生を検討するために重要な意味を持

っと考えられるか らである。

上流域では，段丘レキの調査が進まなかった

が，大滝根山周辺の入水鍾乳洞などには隆起量の

大きな証拠となるような，上下方向に 3段の洞が

形成されており（大久保ほか， 1994)，隆起量の

検討のためにも注目されうる地域である．そのた

め今後研究対象地域を広げ， これまでの阿武隈山

地の研究と対比しつつ，阿武隈山地全体の地形形

成環境を検討していきたい．
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